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企業で生み出されるデータ量が増え
るほど、ビジネスインテリジェンス
システムが企業の意思決定に及ぼす
影響は大きくなります。また、競争
力のある資産としてデータの有用性
が高まるにつれて、ビジネスインテ
リジェンスの重要性はかつないほど
高まっています。 

しかし、BIソフトウェア、データウェ
アハウス、データ統合プロジェクト
に対して相応の投資をしているにも
関わらず、アナリスト部門はいまだ
に高い精度のレポートをタイムリー
に提供できていないのが現状です。
それは、なぜなのでしょうか。扱う
データが整理されていなければス 
ピードは失われ、提供するレポート
に対する信頼性も低下してしまい 
ます。

多くの企業が業務システムで利用 
しているデータは精度が低く、一貫
性がなく、また多くが重複している
ため、自社の顧客、サプライヤー、
商品、従業員の正確な情報をデー 
タから読み取ることができなくなり 
ます。 

結果として、レポートとそこから導か
れる意思決定もまた、不正確で信頼性
に欠けるものになります。レポー 
トとデータをよりどころにしている 
ユーザーが聞いたら、大きなショック
を受けることでしょう。 

インテリジェンスが
もたらす価値

これが、ビジネスインテリ
ジェンスを謳いながら、そ
の実態は全くインテリジェ
ントではないという結果を
招いています。
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経営者は、レポートの精度が低い 
ため、時間の制約がある中で、正し
い戦略的な意思決定を下すことがで
きなくなります。 

ビジネスアナリストは、ほとんど 
の時間を手作業でのデータ再同期に
費やしているため、販売実績、収益
配分、リスク緩和を適切に分析する
ための時間を確保することができま
せん。 

IT技術者とデータアーキテクトは、
ミスの発生しやすい手作業での数多
くのプロジェクトによって高品質で
正確な標準化されたデータを作成し
なければならず、その作業は困難を
極めます。また、合併や買収といっ
た大きな変化が発生すれば、時間の
かかる悪夢のような日々が延々と続
くことになります。

コンプライアンス担当者は、規制 
当局に対して正確さを保証できる 
レポートを提出することができま 
せん。これは本質的に管理上の問題
であり、十分に回避可能であるにも
関わらず、会社に巨額の制裁金が科
せられる危険性があることを意味し
ています。
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低品質のデータの影響からは
誰も逃れられない



本電子ブックは、データをどのように準備
すれば、ビジネスインテリジェンスイニシ
アチブから最大限の価値を引き出すことが
できるのかについて説明します。このまま
の状態が続けば、低品質なデータによる低
品質なインテリジェンスのために、正しい
意思決定ができないという悪循環に陥るこ
とでしょう。
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しまった理由は？



企業データは、数十、場合によっ 
ては数百ものシステム上に存在し 
ていますが、様々な部署の様々な 
ユーザーが、それぞれの顧客やアカ 
ウント、製品に関する情報をこれら 
のシステムに入力するため、データ 
の形式も精度のレベルも全く統一性 
のないものになります。データは重
複し、一貫性がなく、正確さにも欠
けますが、データウェアハウスには
こうした状態を解消するための仕組
みがありません。 

これが国内の組織だけの問題であっ
ても解決は容易なことではありませ
んが、実際には世界中の組織が関わ
る非常に複雑で大規模な問題です。
また、一般的にBIツールはこのよう
な複雑な事態を想定して構築された
ものではないので、不完全な部分は
いつもビジネスアナリストが引き受
けることになります。 

さらに悪いことに、ビジネスアナ 
リストに課せられた膨大な作業は、
問題を解決するものではありま 
せん。このため、どれほど努力を 
しても、また次回レポートを作成す
るときには同じようなデータの混乱
に悩まされるのです。 

ビジネスをとりまくデータの様相は、かつてBIシステム
を構築した当時のものとは大きく様変わりしています。
しかし、データウェアハウスはカオス化した現在のデー
タを扱うための仕組みを持っていません。そのため、 
次の2つの課題に直面しています。

複数のソースから流れ込むデータ 
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一般的にBIシステムはGEとGeneral 
Electric社の相違を認識するようには
構築されていないため、ソースシス
テムにおけるデータの非一貫性は 
BIシステムにそのまま伝わります。
したがってデータに間違いがあ 
れば、間違ったレポートが生成さ 
れてしまいます。

財務諸表の精度は、ある顧客との取
引が別々のシステムで処理された場
合でも、正しい照合が行われている
ことを前提としています。データ 
を正確にまとめることができなけ 
れば、分析（及び会計）業務を的 
確に行うことができません。 

顧客についての一貫したデータがな
ければ、営業面でもマーケティング
面でもマイナスです。サプライヤー
についての一貫したデータがなけ 
れば、サプライチェーンは非効率的
になります。商品についての一貫し
たデータがなければ、製品展開のタ
イミングが遅れてしまいます。 

ビジネスインテリジェンスは、ビジ
ネスに対する確固たる評価が信頼で
きるものであることが前提となって
います。しかし、データを信頼する
ことができなければ、インテリジェ
ンスを信頼することができません。 

データの非一貫性と重複



31kHz

S 8

F D

L

3

この混乱が 
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営業部門

競争の激しい市場において、営業部門
は、顧客獲得に役立つあらゆる情報を
知りたいと考えています。必然的に、
情報不足は競争力の著しい低下を招き
ます。

例えば、ブラジルに本社のある化粧品
製造・小売企業であるNatura社は、自社 
の営業部門が、顧客との関係ややり取
りについて、正確な情報を持っていな
いことに気が付きました。 

マーケティング部門

マーケティング部門がリソースを戦略
的に割り当てるには、顧客ベースや見
込客を様々な属性によって分類する必
要があります。さらに重要な点とし
て、各マーケティングキャンペーンの
成功度合いを追跡管理する必要があり
ます。 

ハイテク企業のCitrix社はチャネルパー
トナー、顧客、見込客についての質の
高いデータがなく、salesforce.com、 
Marketo、MyCitrix.com上にこれらの 
ディメンションの情報が集約されてい
なかったため、どれだけのリードが実
際の商談に結び付いたのかを把握でき
ていませんでした。
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信頼できる一元化された情報源がなければ、インテ
リジェンスを必要とするすべての部署にとって障害
となります。
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人事部門

HP社では、同社のシステムに保存さ
れた顧客、パートナー、営業担当者
に関するデータが断片化、重複して
いたため、人事部門から営業担当者
に誤って報酬を支払うという事態が
発生しました。 

従業員データが一元化されていな 
いことによる代償は高くつきます。
特に、従業員への報酬がビジネス 
に直接結びついている場合は顕著 
です。 

財務部門 

ある大手バイオテクノロジー企 
業は、同社の官公庁向け料金を設定
する際に、業務内容や要件について
の過去の情報が信頼できないもので
あることに気が付きました。顧客と
の関係についての正確な情報を提 
供するレポートを利用できないこ 
とは、料金の再交渉で直接的な障 
害になりました。 

大局的に見れば、重複や矛盾を抱 
えたままでは、財務諸表の完全性が
損なわれることになります。信頼性 
の欠如は、やがて経営者の意思決定
の質を低下させることになります。
この意思決定は、企業の財政状態の
健全性に対する視点と常に結びつい
ています。 
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コンプライアンス

米国連邦政府と州の条例に準拠す 
るため、企業は事業を追跡管理し、
報告しなければなりません。結果 
として、罰則や刑罰を回避するため
には、かつてないレベルのデータの
正確さが必要になります。

例えば、製薬会社の依頼に応じて臨
床試験を実施する医薬品の研究業務
受託機関であるQuintiles社は、米食
品医薬品局（FDA）による審査に常
に適合しなければなりません。適合
しない場合、FDAによる医薬品の承
認は大幅に遅れ、多額の損失につな
がります。 

規制の厳しさは業界によって異なり
ますが、コンプライアンス報告の義
務が免除される業界はありません。
また確かに、これらの義務を当然の
こととして受け入れるだけの余裕が
ある企業もありません。

研究開発 

ダブリンに拠点を置く研究業務受託
機関であるICON社は、臨床試験の
研究結果を随時、顧客である製薬会
社に報告する必要があります。この
報告は、試験の効果と、有害な事象
があった場合にはその警告を顧客に
伝えるものです。 

治験責任医師、サイト、ロケーショ
ンなどの重要な要素についての情報
が不正確・不完全であれば、顧客企
業は治験のリスクを監視し、治験責
任医師の業務を追跡することも、正
確なレポートを作成することもでき
ません。 

その他

BIシステムが正しい方法で正しい情
報を扱っていなければ、正確なデー
タに依存するリスク、収益、販売、
供給に対する分析、報告、意思決定
にとっての大きな障害となります。
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データ統合は様々なソースのデータ
を単一のシステムにまとめるために
重要ですが、これはデータからデー
タウェアハウスへの一方向の接続で
あり、BIシステムによって制御され
るものです。BIシステムはデータの
調整を目的として構築されたもので
はありません。 

さらに重要なことは、統合はハード
コーディングされているということ
です。このため、スキーマの変更や
次元の更新に際して、ETL開発者は膨
大な量の手作業に追われることにな
ります。膨大な量のスクリプトを調
べて変更を行い、これらの次元のリ
ネージと履歴を追跡しなければなり
ません。

データウェアハウスの構築では、当然ながらデータ
統合およびデータ品質という2つの重要なツールに 
依存することになります。これらのツールは大きな
メリットをもたらしますが、残念ながらビジネスイ
ンテリジェンスをよりスマートにするものではあり
ません。その理由は、以下の通りです。

データ統合
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データ資産の精度と価値を高める 
ため、データ品質ツールは、データ
をデータウェアハウスに格納する前
のクレンジング作業で使用します。 

データウェアハウスに格納する前に
データクレンジングを行うというこ
とは、ソースシステムは不正確で不
完全なデータであふれているという
ことです。データ品質ソフトウェ 
アは、全ての高品質で正しいデータ
のレポジトリを維持するものではな
いため、これらのソースシステムを
使用する場合は、依然としてクレン
ジングされていないデータに依存す
ることになります。 

例えば、2人の人物が同じデータ 
 （月間の営業利益データ）を見てい 
る場合、それぞれが異なるソースシ
ステムを見ているとすれば、正しい
バージョンが2つ存在することにな
ります。また、これらの2つのバー
ジョンは、実際の売上の件数ではな
く、システムのアップデートの頻度
によって変化します。 

つまり、これらのツールは一貫性の
あるデータウェアハウスにとって不
可欠なものですが、BIの課題という
パズルを解消するためには、まだ足
りないピースがあります。 

データ品質
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データソースは統合されてい 
るが、データ自体はいまだに重
複や非一貫性という欠陥がある。

データはクレンジングされてい
るが、高品質なデータは実際に
は全ての場所に保存されている
わけではない。

データは変更できるが、これら
の変更を実装し記録するには膨
大な量の、ミスが発生しやすい
手作業が必要である。

インテリジェンスのパズルは、これら3つの制限事項を
解決できたときに完成します。 
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データウェアハウスの障害となっている制限事項を
下記にまとめます。



重複がなく、統合され、規制に準拠し、クレン 
ジングされた、唯一の信頼できるバージョンが、 
いつでも最新の状態で利用できるようになります。 
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データを統合し、ディメンション 
に関する単一の信頼できる視点を 
提供。これによってデータは安心 
して活用できるようになります。 
これは、従来のBIシステムでは対応
ができない非一貫性や重複の問題  
 （GEとGeneral Electricが同じ会社で
あることを認識できない等）を全て
解決します。 

データを定期的・自動的にクレンジ
ング。このようにして健全で高品質
になった全てのデータを一元化され
たレポジトリに保存し、接続され 
た全てのソースシステムを更新し 
ます。端末システムである既存の 
BIとは違い、MDMは双方向のデー 
タフローを可能にします。 

データが変更されると異常を示す 
警告が直ちに生成されるので、 
変更を検証、保存、追跡できます。 
これは、データの履歴とリネージに
対する信頼性が確保されるというこ
とです。またETL開発者は、全ての 
変更を反映してデータを準備をする
ために交替制で働く必要もありま 
せん。  

データプロフェショナルのための万能薬
マスターデータ管理（MDM）は、管理されたプロセ
スにより、コードフリーで保守負荷の少ないソリュー
ションを提供します。これはBIシステムやDIツール、 
DQプロセスでは実現できないものです。 



2つのデータウェアハウジングシナリオ：左の図は、 
MDMシステムを使用せずに信頼できるマスターデータ
を作成し、データウェアハウスに保存しようとした場合
に生じる不正確なレポートのリスクを示しています。

右の図は、マスターデータをデータウェアハウスに保存
する前にデータの問題を解決することで、MDMシステ
ムが正確なレポートをどのようにサポートするのかを示
しています。
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MDMは、信頼できるデータをどのように
提供するのか

MDM DW MDM DW

EU EU

General Electric
Company

General Electric
Company

General Electric
Company

$400MM

$400MM

$400MM

GE

GE

GE

$300MM

$300MM

$300MM

General Electric Company

$700MM



「当社の第一の目標は、販売パイプラインを強化することです。 

MDMを導入したことで、リードコンバージョン率を20%改善

することができました。データへの全体的な視点と予測分析の

力を手にしたことは、未来を予知する能力にも匹敵します。」

マーケティング部シニアマネージャー、Dagmar Garcia氏
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MDMシステムでは、共通データ構
造にデータを挿入する際に通常発生
するデータ形式の変換作業がありま
せん。従って、社内のデータウェア
ハウスリソースは、データの統合で
はなくビジネスに関連する質問に答
えることに集中できます。 

MDMは、データウェアハウス開発
者が徐々に変化するディメンション
のアプローチを採用した場合に生 
じるパフォーマンスの問題を解決し
ます。 履歴追跡オプションによって
リファレンスデータエンティティに
対する全ての変更が記録され、デー
タウェアハウスは、徐々に変化する
ディメンションとして、データセグ
メンテーションの変化を追跡するこ
とに集中できるようになります。 

あるレコードについて、ユーザーが
徐々に変化するのではないディメン
ションの履歴を照会したい場合は、 
MDMシステムの履歴テーブルまで 
ドリルダウンして確認できます。 

全てのレコードの全てのフィールド
についての詳細なデータリネージ   
 （セルレベルまで）が記録されるの
で、MDMでは時間のかかる手作業
でのデータ追跡が不要になります。 

例えば、「レコードの顧客名の値が
なぜJohn  Smithなのか」を知るため
に全てのステージングテーブルを照
会する必要はなく、MDMシステム
にアクセスしてその値が格納されて
いるソースシステムを特定すれば良
いということです。また、レコード
結合の履歴も追跡します。 
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MDMの技術的なメリット
BIの観点から見たMDMによる最大のメリットは、 
3つの技術的項目に対して極めて効率的に対応でき 
ることです。

共通ディメンション 徐々に変化するディメンション データリネージ
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データウェアハウスのソースがクリーンで、 
そのデータが常に更新されているというこ 
とは、分析およびインテリジェンスシステム
が消費すべき最良のデータに基づいて運用さ
れているということです。そのデータとは、
信頼でき、監査性があり、正確で、単一の統
合された真のデータであり、これ以外に真の
データと言えるものはありません。 

これは、膨大な時間と多額の費用を投資して
構築されたBIシステムから作成されたレポー
トやデータを利用するユーザーにとっては、
すばらしいニュースです。
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経営者は、レポートに含まれる情報
が明確な全体像を示していることを
知っているので、安心して質の高い
意思決定を行うことができます。 

ビジネスアナリストは間違いや矛 
盾を見つけることに全ての時間を 
費やすことがなくなり、本来の仕事 

（データの分析）に専念できるように
なります。また、直観的に得たもの
をより簡単に検証し、より徹底して
その仮説をテストすることができ 
ます。

IT技術者とデータアーキテクトは、
データを提供する仕組みではなく 
データ自体の品質改善に集中できる
ようになります。また、改善と統合
を継続的に実現するシステムを使用
しているため、スキーマの変更を毎
回ハードコーディングすることもあ
りません。 

コンプライアンス担当者は、規制当
局が求めるレベルの精度でレポート
を作成することができます。より重
要な点、それはより高品質のレポー
トは、担当者が目標とするコンプライ
アンス基準達成のための大きな力に
なるということです。 

本当に信頼できる正確な情報に基づ
いて運用されるビジネスインテリ 
ジェンスシステムのメリットは計り
知れません。またMDMは、真のイ
ンテリジェンスがもたらす理想の世
界へとBIシステムを導く重要な役割
を担っています。よりインテリジェ
ントな意思決定のため、ビジネスイ
ンテリジェンスには質の高いデータ
が不可欠です。



InformaticaのMDM製品およびマルチドメイン機能は、
規模を問わずあらゆる業界の企業において大きな注目を
集めています。弊社はまた、ForresterのMDM Wave 
レポートでリーダーに位置づけられています。 

Forrester Research, Inc., 60 Acorn Park Drive, Cambridge, MA 02140 USA

Tel: +1 617.613.6000  |  Fax: +1 617.613.5000  |  www.forrester.com

The Forrester Wave™: Master Data 
Management Solutions, Q1 2014
by Michele Goetz, February 3, 2014

For: Enterprise 
Architecture 
Professionals

Key TaKeaways

Multiplatform MDM Conducts The Data Orchestra
Master data should promote a consistent and multidimensional profile across data and 
business silos. To meet this expectation, MDM must emphasize the orchestration of master 
data to customize a trusted, relevant master view aligned with data consumption needs.

IBM, Informatica, and saP set The Bar
Each vendor demonstrated strengths as a true multiplatform MDM leader: data 
governance, core platform (matching, modeling, quality, etc.), and scale and 
performance. The difference: IBM’s strength is coordinating for the entire data platform, 
Informatica’s strength is universal MDM, and SAP’s strength is putting the business in 
control.

Choose Multiplatform MDM For Long-Term Data strategies
Past MDM implementations lacked the agility to meet new master data needs. Today’s 
multiplatform MDM solutions take change into account, allowing organizations to 
implement master data strategies with room to grow for new data needs, new platforms, 
and new performance demands.

詳しくは 「The Forrester Wave:マスター
データ管理ソリューション 2014 年
Q1」（英語） をご覧下さい。

マスターデータ管理について

http://www.informatica.com/resource-library.aspx?uid=12-25757
http://www.informatica.com/resource-library.aspx?uid=12-25757
http://www.informatica.com/resource-library.aspx?uid=12-25757


Informatica
について
Informaticaは、ビジネスにとって重要な製品、サプライヤー、顧客

に関する完全で正確なデータを提供することで、データを第一に考

えるお客様を支援しています。 

お問い合わせはこちら

IN18-0714-2667

http://now.informatica.com/jp-contact-us.html



